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	(1)計算モデル
	・N71

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・3次元有限差分法
・ソフト名：OYOFD3D
・作成者：林　宏一

	(3)参考文献
	・林　宏一・引間和人, 2001, 差分法による三次元粘弾性波動場計算（その3）－不等間隔格子とPC クラスタによる大規模モデルの計算－, 日本地震学会講演予稿集, B59.

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・0～0.25 Hz

・計算した時間刻みは0.02秒。ただし、一層目の物性を修正した場合は、時間刻みは0.01秒。

	(5)メッシュ・要素の切り方
	・可変サイズグリッド
・第1層と第2層の物性が同じ場合
　3層に分割した。水平方向は,3層とも400mで分割し、鉛直方向に関しては、1層目は、深さ2.4kmまで400m、2層目は、深さ7.2kmまで800m,　それ以深は1600mで分割した。

・第1層の物性を修正した場合

　4層に分割した。水平方向は,4層とも250mで分割し、鉛直方向に関しては、1層目は、深さ1.25kmまで250m、2層目は、深さ7.25kmまで500m,　3層目は、深さ17.25kmまで1000m、それ以深は1500mで分割した。
・モデル化した領域
第1層と第2層の物性が同じ場合
（-350km≦Ｘ≦350km，-350km≦Y≦350km，0km≦Z≦103.2km）

第1層の物性を修正した場合

（-350km≦Ｘ≦350km，-350km≦Y≦350km，0km≦Z≦84.75km）



	(6)境界の処理
	・用いた境界処理の手法
吸収境界(Clayton and Engquist, 1977)+スポンジゾーン(Cerjan et al., 

1985)

・配置状況　水平方向はモデル領域より±2km分、深さ方向は+2km分のスポンジゾーンを設定。

	(7)点震源のモデル化
	・ダブルカップル震源の導入法　グリッドに応力を与える(Pitarka 1999)
・震源位置 グリッドに完全に一致

・滑り関数 二等辺三角形で近似

	(8)面震源のモデル化
	(今回は震源データが与えられているので略)

	(9)減衰の導入法
	・Robertsson 1994の手法を導入

	(10)提出波形に施した波形処理
	・0.25Hzのローパスフィルターをかける

	(11)地盤モデル
	・関東モデル(第9系)


	(12)その他 
	関東平野の出力点の、KiK-net,K-NETの観測点について、NS,EW,UD成分の波形、フーリエスペクトル、応答計算(h=0.05)した結果を、観測(Obs.), 8/5の修正前のモデル(B805), 8/5の修正後で1層目と2層目の物性が同じモデル(A805Q)と、8/5の修正後で1層目の物性を修正したモデル(A805QL)の間で比較しました。(N71Compare_for_Kanto.pdf)
　また、A805QとA805QLモデルについて、関東平野の側線AとBに関して、波形をプロットしたのでご覧ください。

(N71Aline_A805Q.pdf, N71Aline_A805QL.pdf, 
N71Bline_A805Q.pdf, N71Bline_A805QL.pdf)
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